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スクイーズド光発生装置
位相差や雑音光子の時間的揺らぎを解消。光量子コ
ンピュータに適用可能。

光を用いた量子計算ではガウシアンボソンサンプリング（GBS）という計
算方式が用いられ、入力光として1モード真空スクイーズド光（SMSV）と
いう量子重ね合わせの特性を有する光を用いる。大規模なGBS装置の
実現には光回路を既存の光ファイバより高密度に集積させる必要があり、
そのためのプラットフォームとしてシリコン細線導波路の適用が期待される。
しかし、シリコン細線導波路においてSMSVの発生例はほとんどない。
SMSVの発生には2波長励起光パルスが必要であり、第1と第2の光パ
ルスをそれぞれ別の光路に分離させた後に合成させる先行技術がある。し
かし、例えば温度変化によって各光路長が変化することで、第1と第2の光
パルスの位相差が時間的に変化し、SMSVの正確な測定ができないことが
問題となっていた。またSMSVに混入する雑音光子の時間的な揺らぎも正
確な測定の障害となっている。
本発明は特殊な光波長フィルタを用いて第1と第2の光パルスを完全に
同軸の経路へと出力することで、前述の位相差の時間的揺らぎを除去し、
雑音光子を時間的に安定化させたSMSVを得る技術に関する。
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